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神奈川大学プロジェクト研究所設置申請書

神奈川大学学長　殿
申請者（研究代表者）　木　下　　佳　樹　　印

	名　　　称
	プログラミング科学研究所
［英文名：Institute for Programming Science］

	主たる研究分野
	プログラミング科学、算譜意味論、算譜検証論、ソフトウェア工学

	【研究組織（研究所構成員）】

	参 加 資 格
	氏名・所属
	役　　割

	所長

事務補助員
	木下佳樹・理学部情報科学科教授
永松礼夫・理学部情報科学科教授

中原早生・理学部情報科学科研究員

武山　誠・理学部情報科学科研究員

平井　誠・理学部情報科学科研究員
湯浅能史・理学部情報科学科研究員

森口草介・理学部情報科学科研究員
雇い入れ予定（申請時には未定）
	企画、管理、研究（アシュランスケース、定理証明支援系）
企画

研究（アシュランスケース）

研究（アシュランスケース，定理証明支援系）

研究（アシュランスケース）

研究（アシュランスケース）

研究（アシュランスケース、定理証明支援系）

	【設 置 期 間】
	2013年　６月　　１日～２０１６年　　３月　３１日（　　　３年間）

	【設 置 場 所】
	木下佳樹　研究室（　　　６　号館１３４号室）

＊研究室以外の設置場所希望：　　有

　必要とする理由（研究員が常駐するためのオフィスおよび研究討論のためのスペースが現状ではとれない）


【研 究 概 要】
＊設置の背景、設置（研究）目的、研究所の学術的な特色、独創的な点及び予想される結果と意義、国内外の関連する研究の中での当該研究所の位置づけ等を具体的に記述
木下佳樹教授が2013年4月に赴任した際、CRESTプロジェクトを遂行中であったのをきっかけに、プログラミングの理論と実践の研究に関する中核的組織を誘致して神奈川大学に於ける研究交流を活発にすることを目的に本研究所を設置したい。本研究所では、数理論理学や圏論を用いたプログラム意味論の理論研究からシステムの妥当性確認手法の社会実験等の技術移転やISO、IECなどにおける標準化活動の実践まで、プログラムおよびそれを一般化した情報処理システムに関する数理科学的研究を行う。理論（基礎研究）と実践（実用化研究、フィールドワーク）を同じ場所で行おうとする情報科学組織は世界的にも稀であり、本研究所の特色である。とくに、システムの妥当性確認に関する研究は、巨大化かつ複雑化する現代の組織に失われがちなガバナンスを取り戻すために本質的に重要な活動であり、本研究所の活動は社会的にも重要な意義を持つ。
現在、活動を集中させているアシュランスケースの研究では、世界的にはUniversity of York, City University of London、Adelard等のパイオニアグループに並ぶグループをMitre、NASA Ames、名古屋大学等と形成しており、国内では、本研究所のグループが技術を牽引するトップグループと言って間違いない。アシュランスケース研究で重要な国際規格に関しても、ISOのアシュランスケース規格の執筆者やIEC TC56 WG4にconvenerを派遣するなど、主要なポジションを獲得して、影響力を保持している。
1990年代初頭から続けている算譜意味論研究に関しては英国Bath大学およびSwansea大学と密接に研究交流を持つ他、算譜検証論では、スウェーデンChalmers University of Technologyと連携して証明支援系Agda周辺の研究を続けている。
【研 究 計 画】
＊設置目的を達成するための研究計画・方法等について、年度に分けて記述
平成２５年度
基礎研究に関しては、月一回程度で計算機言語談話会を開催し、本学内外から講演者を招聘して研究交流を図る。これは26年度以後も同様に続ける。
実用化研究に関しては、科学技術振興機構CREST制度に基づく研究プロジェクト「利用者指向ディペンダビリティの研究」による研究、および国立情報学研究所共同研究「議論の枠組みに関する基礎理論および応用に関する研究」を中心に、システムおよびソフトウェアの妥当性確認の数理的手法の研究を行う。国立情報学研究所，産業技術総合研究所、東京大学、関西学院大学，横浜国立大学、慶應義塾大学、東京工業大学、九州工業大学、株式会社Symphony、ソニーCSL等と連携しながらすすめる。

一方、株式会社Symphonyと共同で妥当性確認のための手法実用化に関するプロジェクト提案を行い、26年度以後の研究費獲得を目指す。

平成２６年度
実用化研究に関しては、妥当性確認のための文書であるアシュランスケースについて、我々の研究グループが平成20年度から開発してきた記述手法を、システムライフサイクルの現場に普及することが可能な形にまとめる。

平成２７年度
実用化研究に関しては、26年度にまとめたアシュランスケース記述法を教科書として出版し、また設計したソフトェアツールがあれば、その試作結果を受けてシステムライフサイクルの現場で用いることができるツールを開発する。28年度以後に継続するかどうかを検討する。
【研 究 参 加 費】
参加費は営利企業からの研究員等からのみ徴収する。研究員：50万円/年
【研 究 実 績】
＊研究所構成員の関連分野における研究実績を記述（研究資金の獲得実績を含む）
研究論文等

[1] 臨床情報学のための野外科学的方法-技術移転の方法論に向けて, 木下佳樹・高井利憲,  Synthesiology, Vol. 3, No. 1, pp. 36―46, 2010年3月.  (英語版: A field-scientific approach to Clinico-Informatics, Yoshiki Kinoshita and Toshinori Takai, Synthesiology―English Edition, Vol. 3, No. 1, pp. 64―76, Jul. 2010.)

[2] Agate―an Agda-to-Haskell compiler, Hiroyuki Ozaki, Makoto Takeyama and Yoshiki Kinoshita, コンピュータソフトウェア, Vol. 26, No. 4, pp. 107-119, 2009年11月.

[3] A simple type-theoretic language: Mini-TT, Thierry Coquand, Yoshiki Kinoshita, Bengt Nordström, and Makoto Takeyama, in “From Semantics to Computer Science” (Y. Bertot, G. Huet, J.-J. Lévy and G. Plotkin, eds.), ISBN978-0-521-51825-3, pp.139-164, Cambridge University Press, 2009年9月.

[4] An algebraic semantics of predicate abstraction for PML, 西澤弘毅・木下佳樹, コンピュータソフトウェア, Vol. 26, No. 2, pp. 147-156, 2009年4月.

[5] Essentially algebraic structure for Kleene algebra with tests and its application to semantics of while programs, Hitoshi Furusawa and Yoshiki Kinoshita, IPSJ Transactions on Programming, Vol. 44, No. SIG 4(PRO 17), pp.47-53, March 2003.

[6] テスト付クリーニ代数の準代数構造, 木下佳樹・古澤仁, コンピュータソフトウェア, 第20巻, 第2号, pp. 47-53, March 2003.

[7] Data Refinement and algebraic structure, Yoshiki Kinoshita and John A. Power, Acta Informatica, Vol. 36, No. 9 and 10, pp. 693―719, 2000.

[8] Sketches, Yoshiki Kinoshita, John A. Power and Makoto Takeyama, Journal of Pure and Applied Algebra, Vol. 143, pp. 275―291, 1999.

[9] Proving Through Commutative Diagrams, Yoshiki Kinoshita and Koichi Takahashi, in “Logic, Language and Computation”, Volume 2, (Lawrence S. Moss, Jonathan Ginzburg, and Maarten de Rijke eds.,) pp. 128-142, CSLI Lecture Notes, April 1999.

[10] A bicategorical analysis of E-categories, Yoshiki Kinoshita. Mathematica Japonica, Vol. 47, No. 1, pp. 157―169, 1998. MR99b:18010.

[11] クヌース・ベンディクスの代りに米田-モノイドの場合, 木下佳樹, コンピュータソフトウェア, 第16巻, 第2号, pp. 72-75, 1998年4月.

[12] 証明支援系の図式によるインターフェイス, 木下佳樹・高橋孝一・中田秀基, コンピュータソフトウェア, 第14巻, 第3号, pp. 42-50, 岩波書店, 1997年5月.

[13] Lax naturality through enrichment, Yoshiki Kinoshita and John A. Power, Journal of Pure and Applied Algebra, Vol. 112, No. 1, pp. 53-72, 1996.

[14] Submodule Algebras,木下佳樹・Andreas Knobel, 電子技術総合研究所彙報,59,(3), pp. 233-241, 1995年3月.

[15] Using a Proof Assistant to Construct Assurance Cases Correctness by Construction (Fast Abstract), Makoto Takeyama, Hiroyuki Kido and Yoshiki Kinoshita, to appear in the Proceedings of The 42nd Annual IEEE/IFIP International Conference on Dependable Systems and Networks (DSN 2012), 2012.

[16] A Coalgebraic Approach to Supervisory Control of Partially Observed Mealy Automata, Jun Kohjina, Toshimitsu Ushio and Yoshiki Kinoshita, in “Algebra and Coalgebra in Computer Science, 4th International Conference, CALCO 2011, Winchester, UK, August 30 – September 2, 2011. Proceedings”, LNCS, Vol. 6859, pp. 253-267, Springer-Verlag, ISBN 978-3-642-22944-2, DOI 10.1007/978-3-642-22944-2_18, 2011.

[17] A design for an assessment procedure for dependability based on a formal model, Keishi Okamoto, Yoshiki Kinoshita, Takahiro Seino, Noriaki Izumi, Koichi Hashida and Hiroki Takamura, Proceedings of The Second IASTED International Conference on Advances in Management Science and Risk Assessment (AMSRA2010), November 2010.

[18] Toward User Oriented Dependability Standard for Future Embedded Systems, Yutaka Matsuno, Yoshiki Kinoshita, Hiroki Takamura and Makoto Takeyama,  STFSD2009 First International Workshop on Software Technologies for Future Dependable Distributed Systems, March 2009.

[19] Fieldwork and the 4:6 Principle―Introduction to the Research Center for Verification and Semantics, Y. Kinoshita, In 2009 IEEE International Symposium on Object / Component / Service-Oriented Real-Time Distributed Computing, ISORC 2009, Tokyo, Japan, 17-20, IEEE Computer Society, ISBN 978-0-7695-3573-9, 2009.

[20] Improvement on Integrity Checking System for Software in Weighing Instrument, Satoshi Matsuoka, Yoshiki Kinoshita, Koichi Takahashi, Mitsuru Tanaka, Takeshi Ito and Tsuyoshi Hamakawa, Procedings of 12th International Metrology Congress, 2005.

[21] A general completeness result in refinement, Yoshiki Kinoshita and John A. Power, In Didier Bert, Christine Choppy and Peter Mosses (eds.), Recent Trends in Algebraic Development Techniques, No. 1827 in Springer Lecture Notes in Computer Science, pp. 201―218, 2000.

[22] Lax logical relations for computational lambda calculus, Yoshiki Kinoshita and A. John Power, Computer Science Logic,  13th International Workshop, CSL'99 Springer LNCS, vol. 1683, pp.562-576, Springer-Verlag, October 1999.

[23] Data refinement for call-by-value programming languages, Yoshiki Kinoshita and John A. Power,  In CSL’99, No. 1683 in Springer Lecture Notes in Computer Science, pp. 562―576, 1999.

[24] An axiomatic approach to binary logical relations with applications to data refinement, Yoshiki Kinoshita, Peter W. O’Hearn, John A. Power, Makoto Takeyama and Robert D. Tennent, In Proceedings of TACS97, No. 1281 in Springer Lecture Notes in Computer Science, pp. 191―212, 1997.

[25] A fibrational semantics of logic programs. Yoshiki Kinoshita and John A. Power. In Extensions of Logic Programming, 5th International Workshop, ELP’96, Leipzig, Germany, Springer Lecture Notes in Computer Science, pp. 177―192, Springer, 1996.

[26] 帰納と再帰―表示的意味論の第一歩―, 木下 佳樹, コンピュータソフトウェア, 第29巻, 第1号, 30―46頁, 2012年1月.

[27] 記述の科学 第3回 記述の構成と利用, 木下佳樹・高井利憲, 情報処理, 第51巻, 第10号, 1332―1340頁, 2010年１０月.

[28] 記述の科学 第2回 視点と形式的体系, 木下佳樹・高井利憲, 情報処理, 第51巻, 第9号, 1204―1214頁, 2010年９月.

[29] 記述の科学 第1回 記述とは, 木下佳樹・高井利憲, 情報処理, 第51巻, 第8号, 1049―1057頁, 2010年8月.

[30] フォーマルメソッドのフィールドワーク, 木下佳樹・高井利憲・大崎人士, 情報処理, 第49巻, 第5号, 499―505頁, 2008年5月.
[31] ISO/IEC 15026 System and software assurance, Part 2 Assurance case (Sam Redwine, Karen Richterと共にeditorとして執筆), 2011年2月発行。

[32] ISO/IEC 15026 DIS System and software assurance, Part 4 Assurance in life cycle (Karen Richterと共にeditorとして執筆), , 2012年9月発行。
外部資金獲得状況
	
	資金提供の主体と形態
	研究テーマ名
	担当
任務
	執行年度
	資金提供額
（直接経費）
	

	
	企業との共同研究（資金提供あり）
	

	
	矢崎総業株式会社
(共同研究）
	ＵＭＬ記述車載ソフトウェアの
モデル検査に関する調査研究
	代表者
	2002–2003
	¥20,306,000
	

	
	関西電力株式会社
（共同研究）
	システム検証技術の実用化に関する研究
	代表者
	2003–2004
	¥12,001,000
	

	
	イシダ（共同研究）
	組込みシステムのセキュアなアップデートシステム
	代表者
	2004
	¥5,218,000
	

	
	デンソー
（共同研究）
	車載組込みシステムへの数理的技法研究
	代表者
	2008
	¥11,885,000
	

	
	政府関係機関からの研究費
	

	
	JST CREST
（受託研究） (*) (+)
	検証における記述量爆発問題の構造変換による解決
	代表者
	2003–2007
	¥188,760,875
	

	
	経済産業省
地域イノベーション
（受託研究）
	機能安全対応自動車制御用プラットフォームの開発
	担当者
	2006–2007
	¥7,830,920
	

	
	JST A-STEP
（受託研究） (*)
	システムLSI仕様のモデル化と検証項目の自動生成に関する研究
	研究担当者
	2007
	¥6,174,000
	

	
	経済産業省
地域イノベーション
（受託研究）
	仕様書の統一様式の策定と仕様整合性検証システム
	代表者
	2008
	¥26,040,100
	

	
	JST CREST
（受託研究）(*) (#)
	利用者指向ディペンダビリティの研究
	代表者
	2008–2013
	¥230,508,000
	

	
	英国政府PMI2 (Prime Minister’s Initiative for Inter-
national Education 2)
	Denotational Semantics for the Evaluation Behaviour of Computer Programs
	日本側代表者
	2008-2009
	
	

	
	文部科学省
(科学研究費補助金)
	多値モデル検査法を用いたモデリング･エラーの発見
	分担者
	2009
	¥200,000
	

	
	JST A-STEP
（受託研究）
	モデル化技術によるMCU仕様検証と機能検証の自動化
	研究担当者
	2009–2011
	¥10,812,000
	

	
	（*）この額の30%の間接経費あり。

(+)総額約4億6千万。約2.1億円はJSTにて執行

(#)2013年度分を含まず。
	


